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  端 末 設 備 の 接 続 に 関 す る 法 規  
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「電気通信事業法」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　次の記述は、（　ア　）が正しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　電気通信とは、有線、無線その他の電気的方式により、符号、音声又は画像を送り、伝えること及びそれらの情報の処理を行うことをいう。

　②　電気通信設備とは、電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電気的設備をいう。

　③　電気通信回線設備とは、送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備をいい、交換設備及びこれらの附属設備は含まない。

　④　端末設備とは、電気通信回線設備の一端に接続される自営電気通信設備であって、一の部分の設置の場所が他の部分の設置の場所と同一の建物内又は同一の室内であるもののみをいう。


　（２）　端末設備を電気通信回線設備に接続するときの（　イ　）は、当該第一種電気通信事業者が総務大臣の許可を受けて定めるものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　技術基準　　②　標準的方式　　③　管理基準　　④　技術的条件


　（３）　端末設備の接続の技術基準は、これにより電気通信事業法に規定する三つの事項が確保されるものとして定められなければならないが、これらの事項のうち、二つについて述べた次の記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

Ａ　相手の端末設備と正常な通信が可能となるようにすること。

　　　　Ｂ　電気通信回線設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにすること。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　工事担任者資格者証の種類及び工事担任者が行い、又は監督することができる端末設備若しくは（　エ　）の接続に係る工事の範囲は総務省令で定める。　　　　　　　　　　（５点）

	　①　有線電気通信設備　　②　電気通信回線設備

　③　自営電気通信設備　　④　線路設備


　（５）　工事担任者は、その工事の（　オ　）の職務を誠実に行わなければならない。　　（５点）

	①　管理又は監督　　②　計画及び実施　　③　実施又は監督　　④　実施及び確認


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「工事担任者規則」（これに基づく告示を含む。）及び「有線電気通信法」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　利用者が端末機器を電気通信回線設備に接続する場合について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　技術基準適合認定を受けた端末機器をプラグジャック方式により電気通信回線設備に接続するときは、工事担任者を要しない。

　　　　Ｂ　技術基準適合認定を受けた端末機器を第一種電気通信事業者が別に告示する方式により電気通信回線設備に接続するときは、工事担任者を要しない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（２）　次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　アナログ第３種工事担任者は、端末設備に収容される電気通信回線の数が１を超えるものをアナログ伝送路設備に接続するための工事を行うこと、又は監督することができない。

　　　　Ｂ　アナログ第３種工事担任者は、自営電気通信設備に収容される電気通信回線の数が１のものをアナログ伝送路設備に接続するための工事を行うこと、又は監督することができない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（３）　工事担任者は、資格者証を汚し、破り、又は失ったために再交付の申請をしようとするときは、所定の様式の申請書に（　ウ　）を添えて、総務大臣に提出しなければならない。（５点）

	　①　当該資格者証の写し又は住所及び氏名を記載した書類

　②　当該資格者証の写し又は氏名及び生年月日を記載した書類

　③　当該資格者証又は試験に合格した日若しくは養成過程を修了した日を証明する書類

　④　当該資格者証又は住民票の写し若しくは氏名及び生年月日を証明する書類


　（４）　有線電気通信法は、有線電気通信設備の設置及び使用を（　エ　）し、有線電気通信に関する（　オ　）を確立することによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点×２＝１０点）

	　①　促　進　　②　確　保　　③　調　整　　④　規　律

　⑤　制　度　　⑥　基　盤　　⑦　秩　序　　⑧　基　準


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「端末設備等規則」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

Ａ　電話用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主として音声の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

　　　　Ｂ　発信とは、主として相手の端末を指定するために使用する信号をいう。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（２）　次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

Ａ　アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備を接続する点においてアナログ信号を入出力とするものをいう。

　　　　Ｂ　絶対レベルとは、一の実効電力の１ミリワットに対する比を絶対値で表したものをいう。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（３）　端末設備は、事業用電気通信設備との間で（　ウ　）（電気的又は音響的結合により生ずる発振状態をいう。）を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすものでなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　反　射　　②　側　音　　③　鳴　音　　④　漏　話


　（４）　接地抵抗などに関する次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　端末設備の機器の金属性の台及び筐体は、接地抵抗が１０オーム以下となるように接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、この限りでない。

　　　　Ｂ　通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生することを防止する機能を備えなければならない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（５）　端末設備内において電波を使用する端末設備にあっては、使用される無線設備は、（　オ　）筐体に収められており、かつ、容易に開けることができないものでなければならない。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　金属製の　　②　堅ろうな　　③　密閉した　　④　一の


第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「端末設備等規則」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　アナログ電話端末の基本的機能及び発信の機能に関する次の二つの記述は、（　ア　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うとき閉じ、通信が終了したときに開くものでなければならない。

　　　　Ｂ　アナログ電話端末は、発信に関する機能として、自動再発信を行う場合（自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。）にあっては、最初の発信から２分間に３回以内となる機能を備えなければならない。ただし、火災、盗難その他の場合を除く。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（２）　アナログ電話端末の選択信号がダイヤルパルスの信号である場合、その信号のミニマムポーズとは、（　イ　）の最小値をいう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　ダイヤルパルスのメーク時間

　②　ダイヤルパルスのブレーク時間

　③　隣接するパルス列間の休止時間

　④　選択信号の送出開始から送出終了までの時間


　（３）　直流回路を開いているときのアナログ電話端末の電気的条件に関する次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　直流回路の直流抵抗値は、４メガオーム以上でなければならない。

　　　　Ｂ　直流回路と大地との間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の一の電圧で測定した値で１メガオーム以上でなければならない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　アナログ電話端末の選択信号が２０パルス毎秒方式のダイヤルパルスの信号である場合、その信号のダイヤルパルス速度は、（　エ　）パルス毎秒以内でなければならない。　　（５点）

	　①　２０±０．４　　②　２０±０．８　　③　２０±１．０　　④　２０±１．６


　（５）　アナログ電話端末の送出電力及び不要送出レベルは、平衡（　オ　）オームもインピーダンスを接続して測定しなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　２００　　②　４００　　③　６００　　④　１，０００


解答

第１問（ア）②　（イ）④　（ウ）②　（エ）③　（オ）③

第２問（ア）①　（イ）③　（ウ）④　（エ）④　（オ）⑦

第３問（ア）①　（イ）①　（ウ）③　（エ）②　（オ）④

第４問（ア）①　（イ）③　（ウ）②　（エ）④　（オ）③

